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キラリ輝く！
児童委員活動

企業の社会貢献活動

Ｐ６　元ヤングケアラー当事者の声を聴く

Ｐ７　児童委員活動に込めた「想い」を紹介します

Ｐ９　（公財）日揮社会福祉財団

住民一人ひとりが参画し、ともに生き、
支えあう社会づくりに向けて特集 在日外国人の子どもたちへの学習

支援や家族に対する生活相談を
行っている信愛塾の竹川真理子さ
ん（左）と王遠偉さん（右）。
ここでは中国語、タガログ語、英
語、日本語とさまざまな言語が飛
び交い、大人も子どもも信愛塾と
いう「居場所」を共有している。
 【詳しくは12面へ】

撮影：菊地信夫

今月の表紙



特 集

多
様
な
主
体
と
進
め
る

活
動
推
進
計
画

　

本
県
で
は
、
人
口
の
減
少
や
縮
小
す
る

家
族
・
世
帯
の
状
況
が
見
ら
れ
、
社
会
的

孤
立
な
ど
の
、
既
存
の
し
く
み
だ
け
で
は

解
決
が
難
し
い
福
祉
課
題
に
対
し
て
、
公

私
の
関
係
者
が
つ
な
が
り
合
う
活
動
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
広
域
の
協
議
体
と
し
て
の
役

割
を
踏
ま
え
、
様
々
な
主
体
の
協
働
に
よ

り
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
基
本

理
念
に
お
き
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
計
画

的
に
事
業
を
展
開
す
る
た
め
「
神
奈
川
県

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
推
進
計
画
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま

る
本
計
画
で
は
、「
基
本
理
念
」
の
も
と
４

つ
の
「
推
進
の
柱
」
を
据
え
、
体
系
的
に

整
理
し
て
い
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

こ
の
推
進
の
柱
に
は
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・

定
着
や
災
害
時
の
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

な
ど
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

３
つ
の
重
点
課
題

　

本
計
画
で
は
、
地
域
福
祉
推
進
の
課
題

の
中
で
も
、
関
係
者
と
総
体
的
に
取
り
組

み
を
進
め
る
社
会
情
勢
に
応
じ
た
３
つ
の

重
点
課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。
重
点
課
題

で
は
、「
目
標
」
と
「
活
動
指
標
」
を
設

け
、
５
カ
年
で
の
取
り
組
み
状
況
を
見
え

る
化
し
、
関
係
者
と
共
有
し
て
、
課
題
解

決
に
取
り
組
み
ま
す
。（
３
面
参
照
）

住民一人ひとりが参画し、ともに生き、
支えあう社会づくりに向けて

　少子高齢社会の進展に加え、人口減少社会の到来によって、地域福祉をめぐる課題はますます多様化・複雑化し
ています。本県において、地域における包括的な支援体制づくりや支えあい活動の充実、福祉サービスを支える人
材の確保・定着、災害時の福祉支援体制づくりなど、地域福祉をめぐる様々な取り組みの推進が求められています。
　こうした中、本会では令和６年度から５カ年の活動を見据えた「神奈川県社会福祉協議会活動推進計画（令和６
年度から令和10年度）」を策定し、住民一人ひとりが参画し、ともに生き、支えあう社会づくりに向けて、関係者
の皆様との連携、協働による地域福祉の推進を図ります。今号では計画の概要を紹介します。

「神奈川県社会福祉協議会活動推進計画（令和６年度から令和10年度）」がスタートします

〈計画の体系〉

〈大柱〉 〈中柱〉 〈小柱〉

基本理念 推進の柱に位置づく推進項目

計画の目指す方向
推進の柱

基本理念を達成するための推進の柱
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重点課題

令和６年度総合資金収支予算書【収入総額】

目標 活動指標 ５カ年

市町村地域福祉計画に包括
的支援体制が明示されるこ
とに伴い、多様な主体のつ
ながりをつくる活動を進
め、市町村域における包括
的な支援体制の整備を促進
します。

①重層的体制整備アドバイザー派遣市町村数 15市町村（政令市除く30市町村のうち）

②地域ネットワーク強化に取り組む市区町村数 25市区町村（横浜市各区、川崎、相模原、
県域の50市区町村のうち）

③協働モデル助成事業の成果の普及 ・５回（成果報告、研修）
・１事業（事業化、他地域への普及）

④企業や大学の社会貢献活動事例の情報発信 10事例

 （自）令和６年４月１日（至）令和７年３月31日　（単位：千円）
会計及び事業区分、拠点区分 当初予算額 前年度予算額 増　減

総合計 13,233,672 11,984,082 1,249,590
１一般会計 5,731,802 5,634,214 97,588
（１）社会福祉事業区分 5,040,923 4,947,147 93,776

社会福祉事業拠点区分 5,040,923 4,947,147 93,776
（２）公益事業区分 609,269 605,737 3,532

公益事業拠点区分 609,269 605,737 3,532
（３）収益事業区分 81,610 81,330 280

収益事業拠点区分 81,610 81,330 280
２生活福祉資金会計 7,501,870 6,349,868 1,152,002
生活福祉資金特別会計 5,615,704 4,688,896 926,808
県単生活福祉資金特別会計 507 554 △47
生活福祉資金貸付事務費特別会計 1,796,334 1,571,093 225,241
要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計 88,002 88,002 0
臨時特例つなぎ資金特別会計 1,323 1,323 0

目標の達成に向けた「活動指標」を定め、事業間連携を促進し、効果的な活動の展開を図ります。

●重点課題１　つながりあう地域づくりに向けた包括的な支援体制整備の促進

目標 活動指標 ５カ年

生活困窮や社会的孤立から
生じる生活課題に対して、
支援ネットワークの構築や
安心して暮らせるための支
援の充実を図ります。

①ケアラー支援・研修会実施市町村数 10回
②ライフサポート事業参加法人数 90法人
③身元保証・終活支援取り組み市町村 ７市町村（政令市含む33市町村のうち）
④ 成年後見制度利用促進体制整備アドバイザー
派遣市町村数 20市町村（政令市含む33市町村のうち）

⑤ 生活再建支援に向けた未応答借受世帯へのア
プローチ 未応答債権数２万件の減

⑥ 生活困窮者自立相談支援関係機関との町村域
ネットワークづくり ５町村（14町村のうち）

●重点課題２　一人ひとりが自分らしく安心して暮らすことができる支援の充実

目標 活動指標 ５カ年

福祉人材の確保に向けて、
法人・施設等と連携を図
り、福祉人材センターにお
ける採用者数・年550人を
目指します。

① 経営者部会・施設部会と福祉人材センターとの
連携による人材確保に向けた事例の情報発信 10事例

②求職相談、求人登録件数 ・９千件（新規求人件数）
・１万２千件（求職相談）

③人材センターホームページのアクセス数 ３万９千件
④企業と連携した退職者向け説明会 10回
⑤組織内の人材育成を高める研修の実施 ５回

●重点課題３　福祉サービスを支える人材の確保・定着
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令
和
６
年
度
の
主
要
事
業

　

活
動
推
進
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
関

係
者
と
の
連
携
、
協
働
の
も
と
、
推
進
の

柱
に
基
づ
い
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

推
進
の
柱
Ⅰ 
地
域
で
の
支
え
あ
い
の
推
進

●
「
包
括
的
支
援
体
制
及
び
重
層
的
支
援

体
制
構
築
支
援
事
業
」
や
「
ケ
ア
ラ
ー
支

援
事
業
」
な
ど
の
関
連
事
業
や
、
民
生
委

員
児
童
委
員
を
始
め
と
し
た
多
様
な
主
体

と
の
活
動
に
よ
り
、
市
町
村
域
に
お
け
る

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
の
横
断
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
経
営
者
部
会
と
市
町
村
社
協
部
会
と

の
協
働
に
よ
り
、「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

化
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る
情
報

交
換
を
行
い
、
事
例
の
発
信
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
福
祉
の
推
進
主
体
を
広
げ
る
活

動
を
行
い
ま
す
。
○新

●
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
係
る
事

業
を
通
じ
て
、
地
域
で
の
権
利
擁
護
の
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
権
利

擁
護
の
担
い
手
と
な
る
市
民
後
見
人
の
情

報
交
換
や
市
民
後
見
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
す
。
○新

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
コ
ロ

ナ
特
例
貸
付
の
借
受
世
帯
に
対
し
、
償
還

免
除
等
の
適
切
な
活
用
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
支
援
を
進
め
る
な
ど
、
生
活
再
建
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
支
援
活
動
の
民

間
拠
点
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
平
時

か
ら
関
係
機
関
・
団
体
と
の
つ
な
が
り
を

作
り
ま
す
。
一
部
新

推
進
の
柱
Ⅱ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
経
営
支
援
事
業
等
を
通
し
て
、
社
会
福

祉
法
人
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
施
設
種
別
協
議
会
活
動
で
は
、
か
な
が

わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
の
あ
り
方
の
協

議
を
行
う
と
と
も
に
、「
全
国
社
会
福
祉
法

人
経
営
者
大
会
」「
身
障
協
・
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
」「
全
国
福
祉
医
療
施
設
大
会
」

等
、
当
番
県
と
し
て
協
議
の
場
を
つ
く
り
、

現
場
の
課
題
共
有
と
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
一
部
新

推
進
の
柱
Ⅲ  

福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・

定
着
の
推
進

●
福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、
就
職
相

談
会
な
ど
求
職
者
と
求
人
事
業
者
が
出
会

う
機
会
を
多
様
に
作
り
ま
す
。

●
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、
介
護
助
手
の

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
○新

●
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
や
外
国
人
な
ど
多

様
な
人
材
が
、
福
祉
の
仕
事
に
就
く
こ
と

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
企
業
や

関
係
団
体
と
連
携
し
て
事
業
を
進
め
ま

す
。
○新

推
進
の
柱
Ⅳ 

県
社
協
活
動
基
盤
の
充
実

●
企
業
や
教
育
分
野
な
ど
の
関
連
分
野
と

の
意
見
交
換
を
行
い
、
広
域
の
協
議
体
の

機
能
を
生
か
し
た
計
画
の
進
行
管
理
に
努

め
ま
す
。 

（
企
画
課
）

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和６年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

活動推進計
画、事業計
画・予算の
詳細はHP
でご覧いた
だけます

https://
www.kns
yk.jp/abo
utus/plan
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　令和６年４月にスタートした本計画は、これまでの推進課題の評価、新たな制度環境の変
化を踏まえて、基本理念、3つの重点課題、４つの推進の柱で構成されています。
　とりわけ、社会福祉法改正（令和３年施行）により、地域共生社会を実現するための重層
的支援体制整備事業を具体化することが重要な目標の一つです。そして、コロナ禍をとおし
て、私たちは社会的な孤独・孤立が健康状態の悪化へのリスクを高め、生活困窮をさらに深
めてしまうことを経験しました。だからこそ、計画の理念である「誰もが尊重され安心して
生活できる地域づくり」が何よりも重要で、市町村域での地域ネットワーク強化に向けて、
県社協が幅広い会員組織である特長を生かして、市町村社協、社会福祉法人・施設、ボラン
ティア・民生委員・児童委員、当事者団体などが力を発揮していくことが期待されます。
　人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながり、住民一人ひとりの暮らしと生きがいをつくりだしていくために
は、施設と地域の協働、機関・専門職と住民の協働、県域と市町村域の協働、担い手の確保や資質の向上が欠かすこ
とができません。
　計画の検討の中では、特に企業、学校との連携、外国籍住民との連携・協働への期待が多く出されました。企業
は、その経営基盤が地域社会にあるだけでなく、その働き手は生活場面では地域住民でもあります。企業が働き手の
福祉（子育てや介護など）を考えることは、企業の安定的な経営にも、地域のニーズに応える社会貢献にもつながる
はずです。さらに、小・中・高等学校での福祉教育が重要ですが、子どもたちが地域社会の課題を学んで、解決策を
見出し、住民の一員として一緒に活動していく動きが起こりつつあります。専門学校、短大・大学の学生の参画も盛
んになってきています。また、外国籍住民は、計画の中では、生活課題の複雑化の点でも、福祉人材への期待として
も記述されています。多文化共生社会を実現する主体として連携していくことが期待されます。
　このように計画は、多様な主体が目的・目標・課題を共有して、問題解決に向けて参加・参画をする、また異なる
主体や領域への橋渡しを通して、地域社会の力を掘り起こし、結集させることができるプラットフォームのような役
割を持っています。地域住民の皆さん、多様な事業主体の皆さんには、ぜひ本計画推進への積極的な参加・参画をお
願いしたいと思います。

計画推進委員会
委員長 西尾敦史

（愛知東邦大学・教授）

神奈川県社会福祉協議会活動推進計画のスタートにあたって
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元
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
当
事
者
の
声
を
聴
く

　

子
ど
も
ら
し
く
い
ら
れ
な
か
っ
た

　

統
合
失
調
症
の
親
と
向
き
合
う
子
ど

も
の
集
ま
り
で
あ
る
「
ひ
と
り
や
な
い

で
！
」の
代
表
、樅
山
枝
里
さ
ん
の
お
母

さ
ん
は
統
合
失
調
症
で
入
退
院
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
精
神
状
態
は
日
々

波
の
よ
う
に
変
わ
り
、
小
学
校
か
ら
帰

宅
す
る
と
自
宅
前
に
救
急
車
が
停
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
お
母
さ
ん
を
心

配
し
な
が
ら
登
校
す
る
日
々
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。「
母
は
病
気
を
認
め
ら
れ
ず

薬
を
飲
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
、
薬
を
飲

ん
だ
か
ど
う
か
常
に
心
配
し
て
い
た
」

　

遊
び
に
行
き
た
い
気
持
ち
を
後
回
し

に
し
て
、
洗
濯
や
食
事
な
ど
の
一
連
の

家
事
を
担
う
樅
山
さ
ん
。「
母
の
た
め
に

家
事
を
担
う
の
は
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
周
り
の
大
人

か
ら
『
お
手
伝
い
し
て
い
い
子
だ
ね
』」

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
り
、

家
事
を
し
た
い
け
ど
で
き
な
い
母
を『
怠

け
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
』
と
責
め

た
こ
と
も
あ
る
」
―
。
そ
の
様
な
状
況

で
も
、
人
に
助
け
て
も
ら
う
術
を
知
ら

な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

精
神
疾
患
の
親
を
持
つ
子
ど
も
の
会

「
こ
ど
も
ぴ
あ
」
代
表
の
坂
本
拓
さ
ん
の

お
母
さ
ん
は
、
離
婚
を
経
験
し
、
仕
事

を
掛
け
持
ち
し
て
家
計
を
支
え
て
い
ま

し
た
。
あ
る
日
を
境
に
体
調
を
崩
し
、

日
中
横
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。「
明
る
く
元
気
な
母
親
と
思
っ
て
い

た
が
、
繊
細
な
ん
だ
と
気
づ
い
た
。
そ

し
て
母
を
守
ら
な
く
て
は
と
思
っ
た
」。

　

中
学
生
の
頃
は
、
お
母
さ
ん
に
寄
り

添
お
う
と
毎
晩
遅
く
ま
で
話
を
聞
き
ま

し
た
。「
同
じ
話
を
繰
り
返
し
、
時
に
パ

ニ
ッ
ク
発
作
や
過
呼
吸
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
る
の
で
、
心
配
で
母
が
眠
る
ま
で

起
き
て
い
た
。
母
が
眠
っ
た
ら
僕
も
寝

る
。
慢
性
的
に
寝
不
足
だ
っ
た
け
れ
ど
、

誰
に
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
学
校
で
は
普

通
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
」。

　

な
ぜ
寄
り
添
う
の
か
ー
。
そ
れ
は
大

好
き
な
お
母
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
。
高
校

生
の
時
に
、
初
め
て
お
母
さ
ん
か
ら
病

名
を
告
げ
ら
れ
ま
す
が
「
誰
も
ケ
ア
を

代
わ
っ
て
く
れ
な
い
し
、
他
人
に
助
け

を
求
め
て
う
ま
く
い
く
イ
メ
ー
ジ
も
沸

か
な
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。　

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
高
齢
者
に
対

す
る
介
護
に
留
ま
ら
ず
、
精
神
疾
患
の

親
の
看
護
や
日
本
語
が
苦
手
な
親
の
通

訳
な
ど
状
況
が
多
様
で
す
。

　

本
会
ケ
ア
ラ
ー
支
援
専
門
員
か
ら
の

説
明
で
は
「
ま
ず
挨
拶
な
ど
を
通
し
て

子
ど
も
と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
子
ど
も
の
思
い
を
聞
い
て

く
だ
さ
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
は
家
庭
の
事
情
を
話
す
こ
と
で

家
族
が
責
め
ら
れ
た
り
悪
く
思
わ
れ
る

こ
と
を
心
配
し
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も

が
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
信
頼
で
き
る

大
人
が
必
要
な
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も

だ
け
で
な
く
家
族
丸
ご
と
見
守
り
支
え

る
こ
と
の
重
要
性
も
併
せ
て
伝
え
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
一
人
に
し
な
い

　

お
二
人
は
、
経
験
か
ら
同
じ
様
な
立

場
に
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
ピ
ア
（
仲

間
）
の
た
め
の
、
居
場
所
と
な
る
語
り

合
え
る
場
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

樅
山
さ
ん
は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

い
っ
て
も
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
環
境

に
よ
っ
て
、
支
援
へ
の
思
い
や
期
待
は

違
う
」。
坂
本
さ
ん
は
「
親
も
親
ら
し
く

い
た
い
の
に
、
そ
れ
が
で
き
ず
つ
ら
い

立
場
に
あ
る
。
支
援
に
は
『
誰
も
悪
者

に
し
な
い
視
点
』が
必
要
」と
言
い
ま
す
。

　
「
近
所
の
気
に
か
け
て
く
れ
る
大
人
に

救
わ
れ
た
」「
隣
の
人
が
話
を
聞
い
て
く

れ
た
こ
と
で
助
け
ら
れ
た
」
と
い
う
仲

間
の
声
が
紹
介
さ
れ
、
地
域
の
役
割
や

可
能
性
も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
気
持
ち
を
言
葉
に
で
き
る

関
わ
り
や
語
り
合
え
る
居
場
所
、
子
ど

も
も
親
も
含
め
た
家
族
丸
ご
と
の
支

援
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
地
域
社
会
の

あ
り
様
が
問
わ
れ
ま
す
。
今
、
国
や
自

治
体
と
共
に
地
域
全
体
で
、
家
族
の
ケ

ア
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
一
人
に
し
な

い
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
地
域
課
）

　

本
来
大
人
が
担
う
家
事
や
家
族
の
ケ
ア
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
社
会
で
支
え
た

い
ー
。
国
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
向
け
て
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
の
通
常

国
会
で
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」
の
改
正
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
３
月
９
日
に
茅
ヶ
崎
市
に
お
い
て
本
会
と
「
地
域
の
お
茶
の
間
研
究
所
さ

ろ
ん
ど
て
」
が
協
働
で
行
っ
た
講
演
会
か
ら
、
当
事
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

（左から）「こどもぴあ」代表の坂
本さんと「ひとりやないで！」代
表の樅山さん

茅ヶ崎市で空き家を利活用し
た居場所や、こども食堂、フ
ードパントリーなどを開催しています。
活動で出会う親子の中には、様々な課題
を抱えている家庭があることがわかりま
した。その課題は家庭によって本当に
様々で複合的ですが、当事者や子どもの
声を聴くことは難しいと感じています。
今回、大人になった当事者の話を聞くこ
とで、当事者に寄り添った支援とは何
か、地域でできることは何かと考える機
会となったと思います。

地域のお茶の間研究所
さろんどて

活動の詳細は
ホームページから

セルフヘルプグループ
「ひとりやないで！」

精神疾患の親を
持つ子どもの会
「こどもぴあ」

早川仁美さん
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　少子化や児童虐待等の子ども・子
育てをめぐる課題が多様化・深刻化
する中、地域における児童健全育成
活動の中心になる存在としての期待
が高まり、児童委員活動を専門的に
行う「主任児童委員」制度が平成６
（1994）年に創設され、令和６年１月
に30周年の節目を迎えました。
　令和５年４月にこども家庭庁が発
足して以降、子ども施策の基本的な
方針となる「こども大綱」の策定が進
められるなど、子ども・子育てに関
する制度・施策が変化する中、主任
児童委員の役割や活動の充実、民生
委員が児童委員を兼ねることの意義
や真価が施策の中で問われています。
　児童委員、主任児童委員は、この
30年間「地域の身近なおとな」「子育
て応援団」として、子育て中の親子
が孤立して悩みを抱え込まないよう
にするための仲間づくりの場となる
子育てサロンの運営、子どもたちの
安心・安全のための登下校時の見守
りなど、多岐にわたり地域の親子に
向けた活動を重ねてきました。
　また、児童虐待防止や健全育成を
進めるネットワークづくりの中心的
な役割を果たす等、子どもや子育て
家庭を地域ぐるみでサポートする土
壌づくりに貢献してきました。
　これらの「子どもや子育て家庭が
暮らす身近な地域の大人として、一

童委員、主任児童委員の役割や意義
について広く発信することにしまし
た。
　このコーナーでは、地域福祉の推
進に関わる関係機関・団体の皆さん
が、児童委員、主任児童委員の強み
や価値等についての理解を深め、各
地区で児童委員、主任児童委員との
接点が生まれるよう、児童委員を担
う方の活動の経緯や想いを込めた各
地区の活動を紹介します。
　子どもたちの健やかな成長と未来
の幸せを願い、地域で私たちにでき
ることを一緒に考えていきましょう。
 （地域課）

人ひとりに寄り添う」支援や活動
は、専門職にはない、児童委員、主
任児童委員らしさです。だからこ
そ、子どもや子育て家庭を取り巻く
幅広い関係機関・団体をつなぐ「橋
渡し役」として、声にならない、な
りにくい課題に気づき、伝えていく
ことが可能になります。
　制度創設当初の平成６年と現在で
は、子ども・子育てを取りまく状況
は大きく変化しています。
　そこで、県、川崎市、相模原市の
各民生委員児童委員協議会を構成員
とする本会民生委員児童委員部会で
は、この30周年を機会に、改めて児

キラリ輝くキラリ輝く！ 児童委員活動児童委員活動～主任児童委員制度30周年を迎えて～～主任児童委員制度30周年を迎えて～

児童委員活動に込めた「想い」を紹介します

　本部会では、県政令市の枠を越えた交流、情報交換の促進に向けて、コロナ禍を契機に
令和２年度から、委員活動に関するニュースレター「MINSEI」の作成を開始し、令和５
年度までに通算13号を発行しています。
　令和５年度は「持続可能な委員活動のための取り組み～多様な委員のあり方を視野に入
れた民児協運営」をテーマとし、仕事等をしながら活動している委員が無理なく活動でき
るような工夫、課題や思いについて、地域を超えて共有する内容を取り上げています。ぜ
ひ、ご覧ください！

新コーナー

政府広報オンライン『ご存じですか？地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」』を基に本会作成
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201305/1.html

民生委員児童委員部会発行 ニュースレター「MINSEI」のご紹介

・虐待の早期発見、予防
・ DV、いじめ、不登校等
世帯の抱える問題の把握

・各種相談
・見守り支援
・福祉サービス利用支援
　（在宅福祉、生活費、
　子育て支援等）

・世帯が必要としている
　サービスについて情報提供
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私のおすすめ
◎ このコーナーでは、子育てや
障害、認知症・介護当事者等の目
線から、普段の暮らしに役立つ「お
すすめ」なものを紹介します。

◎ このコーナーでは、子育てや
障害、認知症・介護当事者等の目
線から、普段の暮らしに役立つ「お
すすめ」なものを紹介します。

❖ 約２万年前の建物の跡がある田名向原遺跡
相模原市立　史跡田名向原遺跡旧石器時代学習館
（愛称：旧石器ハテナ館）
　相模川のそばで、日本最古の建物の跡といわれる旧
石器時代の住居状遺構が発見された田名向原遺跡。大
量の石器も見つかったことから、建物内では石器作り
を行っていたのではないかと考えられています。
　旧石器ハテナ館では出土した石器や想定復元された
建物の模型、旧石器時代の狩猟や石器作りが再現され
た人形の展示が興味深く、当時の暮らしに想像が膨ら
みます。隣接の公園では発掘されたときの状態が復元
された建物の跡も見学でき、第１～４日曜10：00～
16：00にはボランティアガイドさんによる解説も。３
日前までに申し込めば、
いろいろな体験教室のな
かから、きりもみ式やま
いぎり式など５種類の火
起こし体験もできます。
大昔の人々の苦労を知る
とともに、火が付くと達
成感でいっぱいです。

 今月は
⇨ NPO法人 ままとんきっず がお伝えします!

　花が咲き、草木が芽吹く春がやってきました。う
ららかな陽ざしが心地よい日はおでかけして、屋外
で楽しく過ごしたい親子も多いのではないでしょう
か。
　そこで今回は、県内2カ所の国指定史跡の古代遺
跡と関連施設をご紹介。屋外に復元された竪穴住居
や建物跡を見学したり、火起こしや弓矢うちで当時
の暮らしを体験したり、親子で夢中になりそうです。

親子で大昔の人々の暮らしを
体験してみよう

今年で子育て支援活動31年目。お母さんたちが主体となって、
親子が集うサロン、グループ保育、一時保育、各種講座、産後
サポート、子育て支援センター、小学校での寺子屋事業、中学
校での赤ちゃんふれあい体験事業などを運営。情報誌・単行本
の発行物は45冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。乳幼児から
小中学生まで幅広い子育て支援により、地域の活性化を目指
し、活動の場を広げている。

❖ １つの場所に３つの時代の集落跡が残る三殿台遺跡
　横浜市三殿台考古館
　富士山や房総半島を望む高
台に、縄文・弥生・古墳時代
のムラの跡が発見された三殿
台遺跡。約270軒の竪穴住居
跡が見つかり、当時の様子が
伝えられています。
　横浜市三殿台考古館の住居
跡保護棟では発掘された状態のままの住居跡をガラス
越しに見学できます。時代ごとに復元された３棟の住
居では、古墳時代は奥にカマドがあるなど生活の変化
もわかります。展示室に並ぶ土器や石斧、釣針には子
どもたちが「本物なの？！」と目を輝かせるのだとか。狩
猟を体験できる弓矢うちをいつでも楽しめ、スタッフ
さんにコツを教えてもらうことも。9：00～11：30、13：
00～閉館１時間前までは火起こしにも挑戦できます。

　旧石器ハテナ館では月替り、横浜市三殿台考古館で
は年間イベントで、石器作りや土器作りなどさまざま
な体験教室を事前申し込み制で行っています。詳しく
はＨＰをチェックして、ぜひおでかけください。

〈連絡先〉  〒214－0011　川崎市多摩区布田24－26
　　　　　TEL 044－945－8662　FAX 044－944－3009
　　　　　URL http://www.mamaton.jpn.org/

横浜市三殿台考古館
〒235‒0021　横浜市磯子区岡村４‒11‒22
市営地下鉄蒔田駅から徒歩25分
または弘明寺駅からバス「三殿台入口」下車徒歩５分
☎045‒761‒4571　FAX 045‒761‒4603
９：00～17：00（10～３月は～16：00）
月曜休（祝日の場合は翌日休）、年末年始休
入館無料（弓矢うち体験無料、火起こし体験200円）

相模原市立 史跡田名向原遺跡旧石器時代学習館
〒252‒0245　相模原市中央区田名塩田３‒23‒11
JR相模線原当麻駅からバス「田名向原遺跡」下車すぐ
☎042‒777‒6371　FAX 042‒777‒3106
９：00～18：00（11～３月は～17：00）
無休（年末年始を除く）
入館無料（火起こし体験無料）

発掘調査をもとに想定復元された
旧石器時代の建物の模型

住居跡保護棟の竪穴住居跡。
炉跡のまわりに柱の跡がある

発掘されたときの状態が復元さ
れた建物の跡

おすすめは協力して火を起こす
ひもぎり式

3つの時代の復元住居。3棟の
うち2棟は内部も見学可

弓矢うちはイノシシやシカの形
の的を狙って
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街
の
小
さ
な
社
会
福
祉
団
体
に
寄
り
添
う
助
成
事
業

―
公
益
財
団
法
人
日
揮
社
会
福
祉
財
団

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
団
体
が
設
立

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
イ
ン
フ
ラ
分
野
を

中
心
と
す
る
プ
ラ
ン
ト
・
設
備
の
総

合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
を
行
う

日
揮
株
式
会
社
（
現
、
日
揮
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）
の
創
立
65

周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
１

９
９
４
（
平
成
６
）
年
３
月
に
当
財

団
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に

積
極
的
で
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

１
９
６
８
年
か
ら
理
工
系
学
科
専
攻

の
大
学
生
・
留
学
生
等
へ
の
奨
学
金

の
給
付
等
を
行
う
「
日
揮
・
実
吉
奨

学
会
」
を
通
じ
た
次
世
代
育
成
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

創
立
周
年
記
念
事
業
の
検
討
の
際

に
、
多
く
の
従
業
員
が
住
む
神
奈
川

の
地
で
、
社
会
福
祉
の
向
上
を
テ
ー

マ
に
、
当
時
の
社
長
直
下
の
部
門
で

の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
高
齢
社
会
を
見
据
え
て
、

同
社
の
技
術
力
を
生
か
し
た
日
常
生
活

の
補
助
器
具
の
開
発
も
検
討
し
ま
し
た

が
、
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
器

具
の
開
発
よ
り
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
る
利
用
者
の
方
に
よ
り
近
い
活
動
が

で
き
な
い
か
と
考
え
、
社
会
福
祉
団
体

へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

―
財
団
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
を
支
援
す

る
事
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の

機
器
・
設
備
購
入
費
、
事
業
活
動
費
へ

の
助
成
事
業
（
下
記
、
応
募
要
項
を
参

照
）、
助
成
団
体
同
士
が
つ
な
が
る
た
め

の
交
流
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
共
同
募
金
会
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
が
主
催
す
る
「
神
奈
川
県
福

祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
後
援
（
日

揮
社
会
福
祉
財
団
ふ
れ
い
あ
い
賞
の
授

与
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
助
成
金
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
か

　

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
に
対
応
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
等
の
事
務
機
器
、
利
用
者
へ
の

支
援
に
長
く
使
わ
れ
て
き
た
設
備
（
冷

蔵
庫
な
ど
）
の
故
障
に
よ
る
買
い
替
え

な
ど
に
助
成
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
で
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
演
劇
、
創
作
発
表
な
ど
を
障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
み
ん
な
で
行
う
「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」
な
活
動
の
申
請
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
活
動
の
広
が
り
が
見
ら
れ

ま
す
。

―
現
場
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

　

助
成
し
た
ど
の
団
体
も
、
年
間
予
算

は
日
々
の
活
動
経
費
に
充
て
る
の
で
精

い
っ
ぱ
い
、
職
員
の
人
数
は
限
ら
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る
団
体
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
の
人
が
住
む
街

で
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
や
人
生
を
支

え
る
民
間
の
福
祉
活
動
の
価
値
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　

本
財
団
は
「
困
っ
た
時
に
使
い
や
す

い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
街
の
小
さ
な

団
体
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
大
事
に
、
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
の
活

動
予
算
で
は
ま
か
な
え
な
い
ニ
ー
ズ
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

身
近
な
地
域
で
と
も
に
支
え
あ
う
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
近
年
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
と
も
重
な
り
、
企
業
が
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
社
会
福
祉
分
野
に

参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
の
活

動
に
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
を
中
心
に
、
社
会
福
祉
分
野
に
関
わ
る
き
っ

か
け
や
活
動
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
社
会
福
祉
活
動
へ
の
助
成
団
体
と
し
て
令
和
６
年
３
月
に
30
周
年

を
迎
え
た
、（
公
財
）
日
揮
社
会
福
祉
財
団
の
皆
様
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

公益財団法人日揮社会福祉財団
設立：1994年３月
住所： 横浜市西区みなとみらい2－3－1 

日揮ホールディングス㈱17階 HP  https://www.jgczaidan.com/

県内の障害のある人や高齢者等に社会福祉活動を
行う事業団体、ボランティア団体等
毎年５月１日～５月31日

①機器の購入、設備投資費用　40万円（上限）
②事業活動費　10万円（上限）　※周年記念行事等は20万円（上限）

応募要項

（左から）お話を聞いた常務理事・事務局長の佐
藤恭平さん、スタッフの下山智子さん、日揮コ
ーポレートソリューションズ株式会社　執行役
員（本財団　理事）の山下豊さん

対　象

募集期間
助成対象

企業の社会貢献活動 共生社会づくりをすすめる、企業の“チカラ”

9 第869号　福祉タイムズ　2024.4.15



　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
々
を
支
援

す
る
制
度
・
施
策
の
一
つ
に
「
無
料
低

額
診
療
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
必
要
な
医
療
を
受
け
る
機
会
が
制
限

さ
れ
な
い
よ
う
、
無
料
ま
た
は
低
額
な

料
金
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で

す
。
社
会
福
祉
法
第
２
条
第
３
項
第
９

号
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
低
所
得
者
、

要
保
護
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
Ｄ
Ｖ
被
害

者
、
人
身
取
引
被
害
者
等
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
計
困
難
者
に
対
す
る
診
療

費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
等
の
減
免
に

よ
る
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
そ

の
方
の
多
様
な
生
活
課
題
に
着
目
し
、

医
療
の
立
場
か
ら
自
立
相
談
支
援
機
関

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
協
等

の
事
業
に
つ
な
ぐ
支
援
も
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
地
域
の
相
談
機
関
等

と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉

推
進
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
に
潜
在
し
て

い
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
２
０
４
０
年
問
題
も
含

め
、
ひ
き
こ
も
り
や
孤
独
死
、
家
族
全

員
に
福
祉
課
題
が
あ
る
世
帯
な
ど
、
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
の
福
祉
課
題

や
生
活
課
題
に
対
し
、
福
祉
医
療
施
設

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
―
福
祉
医
療
施
設
が
担
う
役
割
と
は

―
福
祉
医
療
施
設
協
議
会『
福
祉
医
療
病
院
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』の
活
用

に
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
会
員
26

施
設
で
構
成
す
る
本
会
福
祉
医
療
施
設

協
議
会
で
は
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

方
々
の
相
談
窓
口
で
あ
る
福
祉
事
務
所

や
自
立
相
談
支
援
機
関
等
に
無
料
低
額

診
療
事
業
の
目
的
や
福
祉
医
療
施
設
が

地
域
で
果
た
す
役
割
等
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
事
業
を
必

要
と
し
て
い
る
方
々
の
有
効
利
用
に
つ

な
が
る
よ
う
、
神
奈
川
県
医
療
福
祉
施

設
協
同
組
合
（
同
組
合
員
と
本
会
福
祉

医
療
施
設
協
議
会
会
員
は
同
一
）
と
協

働
し
て
『
福
祉
医
療
病
院
紹
介
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
』
を
作
成
し
、
地
域
の
相
談
窓

口
に
お
け
る
有
効
な
情
報
資
源
と
な
る

よ
う
、26
の
病
院
・
診
療
所
個
々
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
合
本
し
て
配
付
し
ま
し
た
。

　
『
福
祉
医
療
病
院
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
』
は
、
Ａ
４
判
・
三
つ
折
で
、
表
面

に
無
料
低
額
診
療
事
業
や
相
談
の
流

れ
、
本
会
福
祉
医
療
施
設
協
議
会
の
活

動
紹
介
等
、
全
体
に
共
通
す
る
内
容
が

掲
載
さ
れ
、
中
面
に
は
26
の
病
院
・
診

療
所
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
情
報
や
特
長
等

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
施
設
名

簿
（※）
を
目
次
と
し
て
、
中
面
の
26
病

院
・
診
療
所
の
概
要
を
合
本
し
て
、
冊

子
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
会
員
の
福
祉
医
療
施
設
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
施
設
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
印
刷
し
、
市
区
町
村
行
政
や

相
談
機
関
等
へ
持
参
し
て
情
報
交
換
等

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談
機
関

等
は
、
無
料
低
額
診
療
事
業
を
行
う
近

隣
の
病
院
・
診
療
所
の
特
長
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
福
祉
医
療
施
設
と
相
互
の

役
割
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

神
奈
川
県
医
療
福
祉
施
設
協
同
組
合

に
お
い
て
も
、
令
和
４
年
度
か
ら
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
会
で
作
成
に
取
り
組

ん
で
き
た
事
例
集「
生
き
る
」を
さ
さ
え

る
―
福
祉
医
療

施
設
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の

挑
戦
―
が
令
和

５
年
度
、
完
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
例
集
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の

認
知
症
高
齢
者
を
巡
る
支
援
者
の
連
携

や
コ
ロ
ナ
禍
の
失
業
で
医
療
費
の
支
払

い
が
困
難
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
、
病
気
と

共
に
生
き
る
こ
と
を
支
え
た
無
料
低
額

診
療
事
業
、
安
心
で
き
る
居
場
所
と
し

て
の
福
祉
医
療
施
設
等
、
無
料
低
額
診

療
事
業
の
利
用
だ
け
で
は
な
く
、
障
害

の
あ
る
方
へ
の
意
思
決
定
支
援
や
権
利

擁
護
、
成
年
後
見
制
度
、
地
域
移
行
、

福
祉
施
設
へ
の
入
所
調
整
、
他
の
病
院

等
へ
の
入
院
・
転
院
調
整
な
ど
、
多
機

関
連
携
に
よ
る
30
の
支
援
事
例
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

福
祉
・
医
療
の
関
係
者
が
連
携
・
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
更
に
期
待
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

今
回
、
ご
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と

事
例
集
を
併
せ
て
活
用
い
た
だ
き
、
福

祉
医
療
施
設
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
）

福祉医療施設協議会『福祉医療病院紹介リーフレット』で検索
本会ホームページ https://www.knsyk.jp/service/

keieisha-bukai/about/hukusi-iryo

（※）目次 （合本の一部掲載）
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（一社）生命保険協会　神奈川県協
会、（Ｎ）セカンドハーベスト・ジャ
パン
 （いずれも順不同、敬称略）

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei. co.jp
URL http://www.yasue-sekke i.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

役員会の動き

◇理事会＝3月14日（木）①神奈川県
社会福祉協議会活動推進計画（案）②
令和6年度事業計画並びに収支予算
（案）③令和6年度資金運用計画（案）
④定款の一部変更（案）⑤職員就業規
程の一部を改正する規程（案）⑥職員
給与規程の一部を改正する規程（案）
⑦再雇用規程の一部を改正する規程
（案）⑧苦情解決事業第三者委員の選
任⑨社会福祉事業振興資金貸付事業
における借入金⑩事務局長の選任
◇評議員会＝3月26日（火）①神奈川
県社会福祉協議会活動推進計画（案）
②令和6年度事業計画並びに収支予
算（案）③定款の一部変更（案）

本会職員人事異動

（令和6年4月1日付、管理職員のみ）
事務局長兼企画担当部長　小野真由
美、事務局次長兼総務企画部長、か
ながわ福祉サービス運営適正化委員
会事務局長　新井隆【総務企画部】
企画課長　薬師寺朴【地域福祉部】
権利擁護推進課担当参事兼課長　吉
田浩【かながわ福祉人材研修セン
ター】福祉研修センター担当部長兼
課長　杉浦幸信、福祉人材センター
課長　小宮崇

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】古積英太郎
【交通遺児等援護基金】（株）エスホ
ケン
【子ども福祉基金】脇隆志、（株）エス
ホケン
【ともしび基金】かまぶろ温泉、（公財）
積善会 曽我病院、茅ケ崎支援学校
 （匿名含め、合計8件74,867円）
【ライフサポート事業】〈寄附物品〉

（広告）（広告）

課題共有メッセージ動画の配信
　令和5年度の政策提言の課題共
有メッセージとして動画を作成い
たしました。
　令和5年度は共通課題である「人
口減少社会における福祉人材の確
保・育成・定着に向けた施策の充
実」を切り口に、福祉現場での取
り組みや今後期待することなどに
ついてインタビューしています。
　また、動画視聴とあわせてアン
ケートを実施しております。動画
やアンケートは本会ホームページ
に掲載していますのでご協力をお
願いいたします。
https://www.knsyk.jp
/proposal/seido_sesaku

令和5年度政策提言

福祉タイムズ
送付先調整のお知らせ

　より効果的な広報を行う観点か
ら、送付先の見直しを行っていま
す。2024年5月号から対応させて
いただきますのであらかじめご了
承ください。
　ご不明点等は、下記連絡先にお
問い合わせください。
お問い合わせは企画課まで

Mail kikaku@knsyk.jp

令和6年度研修のご案内
　福祉研修センターでは、社会福
祉従事者の皆様に向けた研修を開
催しております。
　社会福祉従事者の基盤となる
「基幹研修」、職員の階層別に組織
の中での役割に応じた「階層別研
修」、職務別のスキルアップを目指
す「職務別課題研修」、そして介護
支援専門員・サービス管理責任者
等が受講する「法定研修」等計45
本の研修を計画しております。
　研修内容等につきましては、研
修センターホームページからご覧
ください。
　皆様のキャリア形成・スキル
アップに福祉研修センターの研修
をお役立てください。

　https://www.kfkc.jp/ 

かながわライフサポート事業へ寄附を
いただき、令和6年3月27日、（一社）生
命保険協会 神奈川県協会 丹羽浩事務
局長(右)に感謝状を贈呈
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自分が受けた恩を子どもたちへ
　在日外国人の子どもたちに対する
日本語教育と学習支援を行っている
信愛塾の王遠偉（おうえんい）さん
を訪問しました
　王さんは、中学生の頃急きょ来日
することになりました。言葉も文化
も分からない中、学校の勉強も理解
できず、話が通じる友達もいません
でした。そうした時に、信愛塾を紹
介され、日本語を学ぶために通い始
めました。
　ここでは、自分と同じ境遇の外国
籍の生徒と一緒に学んだり、遊んだ
りでき、王さんにとっては「家より
も安心できる場所」でした。その
後、王さんは大学院を卒業し、ＣＡ
Ｄ設計士として大手企業に就職をし
ました。この間も、王さんはボラン
ティアとして信愛塾に関わっていま
したが、令和６年１月末に会社を退
職し、信愛塾の職員として働き始め
ました。
　技術職を辞めて転職をした理由を
尋 ね る と
「恩返しが
したかった
から」と、笑
みを浮かべ
ます。王さ
んは「自分

と同じ境遇の子どもたちに安心でき
る場所を作ってあげたい。ここで、
自由に遊んで勉強して欲しい」と話
します。
　信愛塾には現在100名以上の子ど
もたちが通い、中国やフィリピンな
どアジアの近隣諸国から来た子ども
たちが多くいます。ここでは「デデ」
の愛称で呼ばれて親しまれている王
さん。子どもたちに学習支援を行い
ながら、一緒に遊んだり、ピアノを
弾いたりして楽しい時間を作り出し
ています。子どもたちにとって王さ
んは、信愛塾を卒業して社会で活躍
しているロールモデルとなっていま
す。王さんは「自分のやりたいこと
をあきらめず、夢を貫いて欲しい」
と伝えます。

知ってもらうことが第一歩
　王さんが恩返しをしたかったの
は、信愛塾センター長の竹川真理子
さんです。竹川さんは1978年から45
年にわたり在日外国人の子どもたち
へ日本語指導や学習支援を行ってき
ました。王さんも中学生の頃から竹
川さんに様々なことを教わってきま
した。竹川さんは子どもたちだけで
はなく、家族の生活相談も受けるよ
うになり、昨年は1,100件以上の相談
に対応しました。相談内容も教育・
生活から人権に関わるものまで、深

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2024（令和６）年4月15日（毎月１回15日発行）
【編集・発行】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　Mail kikaku@knsyk.jp

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

ご意見・ご感想を
お待ちしています！

（広告）

（Ｎ）在日外国人教育生
活相談センター・信愛塾
https://www.shinaijuku.
com

子どもたちと竹川さん、王さん

刻で複雑なものが多く、取材中も何
人もの相談者との電話が続いていま
した。
　信愛塾は「子どもの居場所を作る」
と「日本にきた家族が生活を営むこ
とができる環境を築けるよう社会や
行政に発信する」を“両輪”として
ずっと活動を続けてきました。竹川
さんは「在日外国人の子どもたちや
家族がおかれている言葉の壁、孤
立、SOSや厳しい環境を知って欲し
い、知ってもらうことが第一歩です」
と言います。
　今後、王さんは竹川さんと共に厳
しい生活に置かれた親子の相談支援
に奔走する予定です。竹川さんに
とって王さんは「とても心強い存在
で嬉しいです。でも、一番喜んでい
るのは子どもたちです」と、その存
在の大きさを改めて伝えてくれまし
た。 （企画課）

事務局次長の王遠偉さん

在日外国人の子どもたちが安心できる
「居場所」

（Ｎ）在日外国人教育生活相談センター・信愛塾（横浜市南区）
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